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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 
 

開催日時 令和 2年 1月 25日（土）13:30 ～ 15:00 

会  場 末広生活センター 

自治会名 末広町第 2町内会、末広町第 3自治会、駒場自治会、木場町第 2自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、髙野教育長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、 

米田住民福祉部長、渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、 

酒井建設部長、上田教育部長、渡辺医療介護対策室主幹、柴田企画課長、 

村岡企画課主幹 13人 

【自治会側】 

13人（男性 9人、女性 4人）のほか町議会議員 2人、報道 1人 

 
≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 

自治会長挨拶 

末広第 3自治会長 13:30～ 

 今日は職員の方がたくさんいらしていただきありがとうございます。 

 町政に対する良いこと、不満なことについて遠慮なくお話してください。その

ほか、自治会で町に助成を求めたいことがあれば遠慮なくお話してください。 

 よろしくお願いします。 

町長挨拶 大野町長 

 皆さんお疲れさまです。 

 先ほどニュースで新型コロナウイルスが北海道にも入ってきているため、うが

いと手洗いをするようにしています。天候はまだ寒い時期ですので気をつけてい

ただきたいと思います。 

本日は、日頃思っていることをお申し付けいただければ、我々の考え方もきちん

とご説明したいと思いますので、よろしくお願いします。 

職員紹介 柴田企画課長 

資料説明 坂総務部長  

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 

質  疑 

自治会長 

 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 

 介護施設等を委託した後の町の職員はどのようになるのか。ずっと働けるのか。

民間委託になると立場が変わると思う。職場の人は心配している。 

 

 現在在籍している職員には、町職員として残るか、民間会社に転籍するか、他の

道に向かうかの 3点の選択としております。昨年から職員全員とヒアリングを行
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い、まだ民営化は決定していませんが、仮に民営化になった時の状況についてご

意見をいただいています。最終的にご自身の意思で決めていただくことになりま

す。公務員の場合は働く職場が無くなると、本人に問題が無くても辞めていただ

く分限免職が法律でできることになっていますが、経営が悪化したこと、働く人

が見つからないことなど、町全体の責任もあると思いますので、町職員として残

るか、民間へ転籍できる対応をさせていただこうと考えております。民営化が決

まり企業が決まりましたら、職員全員に処遇や給与体系の条件を提示して決めて

いただきたいと考えております。 

意見交換 

自治会長 

 

 

坂総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

坂総務部長 

 

 

自治会員Ａ 

 

 昨年 9月か 10月に町の財政状況が新聞に掲載されていたが、北海道の中で 9番

目に悪いという記事だったが本当か。 

 

 数年前のまちづくり懇談会でも財政計画を示しながら合併後の状況を説明させ

ていただきました。現在は決して良い状態ではなく、かなり厳しい状態です。入

ってくるお金は、町税、国からくる地方交付税交付金があります。町税は、合併

後、人口減や就業人口減もあり、約 3 億円程度減少しています。交付税について

は、合併前に三位一体改革があり、税源移譲や補助金、地方交付税の削減により

一旦落ちて合併後に上向いたことや、合併したことによって特例で合併算定替え

により、交付税が通常よりも多く来ていましたが、10 年が経過し段階的に減少し

ている状況です。平成 24年が一番多かったのですが、それに比べると 6億円程度

減少している状況です。 

 また、出て行くお金の主な項目としては、職員の人件費などで合併以前から職

員数を減少させて 3 億円程度減少していることや借金となる起債を借り、その償

還に当たる経費も減らしてきていますが、児童手当や障がい者の方々に係る経費

である扶助費が 10億円程度増えています。また、補助金や企業会計の収支不足に

出す補助費が増えています。 

 今後は、入ってくる町税は、人口減少がこれからも続いていくと思われること

から劇的に増えることは難しいですし、地方交付税も算定する基礎に人口が多く

関わってきますので減少していくものと考えます。合併の特例で交付されていた

ものも 15年で完全に無くなりますので減少していくことを考えると、入ってくる

お金は減って、出て行くお金はそのままの状況で続けていくことになり、財政が

持たなくなる状況になりますので、今後は事業を全て圧縮するということではな

く、これからのまちづくりにとって必要な事業については経費を充当していかな

ければならないと思っていますが、全て同じとはならないので効果等と考えなが

ら事業を選択して経費を充てて行きたいと考えています。 

 

これから予算査定する中で、財政問題について議会では出ないのか。 

 

議会においても、3か月に一度定例議会があり一般質問が行われます。その中で

は、必ず財政問題のご質問はいただいております。 

 

末広 2 号線は 2 か年で事業を行っているが、歩道を設けていただいている。町
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酒井建設部長 

 

 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

 

 

酒井建設部長 

 

自治会長 

 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会長 

 

 

自治会員Ｂ 

 

 

 

 

 

 

の予算が少ない中で、両サイドに歩道を設けなければならないのか。単純な疑問

で、あのまま歩道を付けると数千万円のお金がかかると思う。通る人の数が少な

い状態であり、両方ともなければ不便だが、両方になければならない理由は何か。

設計変更はできないのか。 

 

末広 2号線は 2か年で修繕させていただいています。我々も 3、4年前に測量し

ながら地域とお話しをしていると認識していますが、その中で狭くても良いから

両側に歩道を付けてほしいと伺っています。自治会全員に聞いていませんので、

まだ 100 メートル以上ありますが、それを踏まえながら、これからどう整備して

いくかを含めて地域の声を伺って調整していきたいと思います。 

 

役員会にそのような話が出たことも無いし、一人ひとりの意見を聞くのであれ

ば都市計画そのものを根本から教えていただかなければならない。どれだけの数

の人から要望があったのか。役員の知らないものが先走ってしまったということ

になる。 

 

後日説明させていただきますのでご理解ください。 

 

都市計画マスタープランのアンケートについて、いろいろな項目を書くアンケ

ートだったが評判が悪かった。アンケート結果はどのように町民に知らせるのか。

内容についても記載されている言葉が難しかった。 

 

町内全体の 5％を対象にして、町で行ったアンケートです。計画は今年と来年の

2か年で作成します。北海道で都市計画を持っている市町村全てに策定する義務が

あります。それが北海道全体の都市計画になっていきます。新ひだか町でもマス

タープランを策定し、公園を広くしてほしい等の声を計画に盛り込んで、地域の

要望で公園を整備したい時に計画にある程度記載されていなければ、計画にない

ものはできませんと断わられるため、そうならないために策定するものです。 

今後は町民の検討委員会を開催して審議会で審議します。最後に北海道にお知

らせし、来年度完成したものを町民の方に見てもらう機会は無いと思いますが、

町のホームページ等で周知できるようにしていきたいと思います。 

 

あれだけ協力したのだから、広報等で町民に知らせた方が良いのではないかと

思う。 

 

末広 2 号線の改良工事はどのような理由で工事を始めたかわからないが、地球

温暖化で雨が多くなり、真沼津川に水が集まって増水し洪水になる。2号線の配水

溝はがら空きだが、山手小学校の排水溝は詰まっている。山手小学校の排水溝か

ら改良していく方が良いのではないか。住宅街の道路のＵ字溝も壊れてきている

ので見直していただきたい。 

図書館の前の歩道は降雪時に手作業で砂を撒いている。すべり止めにはありが

たいが、春になると掃除をしなければならないためお金がかかると思う。町の指
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酒井建設部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂総務部長 

 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

示で行っていると思うが、現場を見て滑るようなら実施する、町の青パトのスピ

ーカー等で外出を控えるアナウンスをする等無駄使いしないように見直してほし

い。 

衆議院や参議院選挙の際に候補者の顔写真が付いた看板が立つが、撤去はどの

ようになっているのか。選挙が終わっても立てたままになっている。私は平成 19

年からボランティアで真歌山や柏台へ行く道路のごみ拾いをしているが、町をき

れいにするために条例を作ってもらうこと等はできないか。 

 

末広 2 号線は、ある程度の飲み口は設けていますが、秋に草葉が堆積してきち

んと機能していないと指摘される場所もあります。その下には 1 メートル以上の

管が入っていますので、飲み口さえしっかり清掃すれば水が入ります。目づまり

しないような対策を引き続き検討させていただきます。 

真沼津川は、北海道が国道側から少しずつ川の幅を広げる改修を行っています

ので、山手町や高砂町まですぐに行けるスピードではありませんが、大雨対策は

北海道も町も幾分ながら進めています。 

図書館前の歩道の砂撒きの件ですが、雪が解けて凍ると滑って転ぶ危険があり

ます。町では降雪時に職員が朝 5 時頃から現地を確認して何をするべきか、交差

点の塩撒きで良いかなど、通学路や病院付近の砂撒きの判断を行っています。頻

度が多いのではないかというご指摘ですので持ち帰って検討し、今後も経費節減

に努めながら実施したいと思います。 

 

政治活動で個別に作成しているポスターで、北海道選挙管理委員会の許可を得

て立てており、管理については政党で管理しています。違反があるものについて

は、町の選挙管理委員会にご連絡いただくことがあるので、その場合は道や警察

に連絡を取って対応しています。 

 

予算の策定に当たり、何が原因で今の財政状況になったのか。基本的なものを

教えていただきたい。 

 

合併時に借金がいくらあったか等は当時から説明してきていますが、借金の残

高は 80億円程度減少しています。財政数値上はかなり改善していますが、人口が

減少して、特に稼働年齢層が減少しているため、働いている方の税収が落ちてい

ます。人口が減少すると購買力が落ちて悪循環となり、子育て世代の支援などを

行っていかなければ町に人が残らなくなり、子どもが産まれなくなって、悪い方

へ現象が進んでしまいます。 

自治会要望もすぐに対応できず数年置かれる事項もあります。町全体の優先順

位により危険度の高いところから進めるため、なかなか手がつかないのが現状で

す。お金が無いから何もやらないとなると景気が悪くなるため、借金しながら返

済することになります。道路などは長く使うため、現役の方だけが負担するもの

ではなく、借金をしてみんなの未来のお金で払っていくイメージでお金を借りて

財政運営を行っています。小さな町になるとどうしても国への依存度が高くなり

ます。地方交付税は、平成 12 年頃に国の予算が 20 兆円程度ありましたが、現在
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自治会長 

 

 

 

 

 

 

酒井建設部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は 16兆円程度で 2割ほど下がっています。 

当町では介護サービス事業はかなり苦しくなってきています。介護報酬の値下

がりと町が運営している職員給料が民間より高いため、ギャップが赤字を生んで

います。民間のノウハウを使えば稼働率が上昇するので検討しているところです。 

病院の病棟も 5 割から 6 割程度しか稼働していません。そのことで赤字が自然

に生まれ、将来を見据えて改善していかなければなりません。 

砂を撒く回数を縮小することはありがたいですが、滑る時に砂を撒いていなか

ったために町民の方の事故につながってしまうと町は何をやっているのだと指摘

されます。調整をさせていただきますが、町民の方に迷惑がかからない仕組みを

考えたいと思います。 

また、2025 年までは高齢者が増えます。当町は合併して特養が二つあり、片方

をやめれば赤字が減るのではないかというとなかなかそうはいかない。残してい

くには知恵をしぼらなければならない。経費を削減できるものはしながら必要な

ものは残していきたいと思います。無駄と思われるようなものやあれば良いとい

うものも削減させていただきたい。 

河川のヘドロが堆積して水が流れる部分が少なくなり越波する原因になります

が、国でも制度改正を行っていて、これまでは税金で実施していましたが、今年

から財源措置のある地方債が使えるようになり、昨年より倍増の予算にして洪水

にならないよう根本的な部分で実施するなど、国が動いてくれれば町村もやれる

ということになります。皆さんからご意見をいただく時にその辺りを踏まえなが

ら対応していきたいと思います。 

 

真沼津川の工事について、もう終わっても良い頃だと思うが進捗状況を確認し

たい。 

下水道について、駒場の 2 班の地域は都市計画外になっているため、下水道が

きていない。自宅は汲み取り式で、便が凍ると汲み取りできないため、ヒーター

をつけて便を崩している。以前業者へ依頼したが 5 万円程度かかった。下水道を

付けるには都市計画を直さなければならないと思うがどうか。 

 

真沼津川の工事の進捗状況ですが、川幅を広げる工事を実施しており、拡幅に

伴い一部民有地のお願いや道路を民有地側に寄せるなど手続きをしながら進めて

いるため、思うようなスピードではありませんが、引き続き北海道には早期に進

めるよう要望しています。北海道も他の河川の修繕等を実施しているため、スム

ーズにいかない部分もありますが、町も長期に渡って要望しておりますので、要

望は引き続き継続させていただきます。 

下水道の件については、現在、都市計画区域以外は下水道の計画区域には入っ

ておりません。いつ下水道区域に入るかは、他の地域のこともあり、どこを先に

実施する、何年に実施するということは約束できない状況です。同じ区域の中で

も、下水道区域ではないところは個別の浄化槽の整備をお願いし、国や町から一

部補助もありますので、便槽が傷んでいてすぐに修繕をしなければならない場合

は、浄化槽の設置についてご検討いただいております。 
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自治会員Ｄ 

 

渡辺健康生活部長 
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上田教育部長 

 

 

自治会員Ａ 

 

上田教育部長 

 

自治会員Ｂ 

 

 

 

 

柴田企画課長 

駒場地区の海岸の件について、昨年テトラポットが 200 メートル程度設置され

た。15 年前から毎年駒場自治会で海岸の整備について要望していたが、やっとテ

トラポットが設置された。真沼津川の河口まで計画されているのか。高波が強く

国道まで波が飛んでくる。そこに住んでいた方が怖くて移転されたため、河口ま

で実施していただきたい。この件は今年度の要望事項に出したいと考えている。 

 

河口については、一部北海道の担当区域もありますので、来月北海道に年 1 回

の要望を出す機会があるため、河川、道路、海岸について書類はできていません

が、口頭でお伝えしたいと思います。 

 

出前講座の健康度チェックで、自宅できる脳トレを紹介してほしい。 

 

脳健康度チェックは 40分程度のＤＶＤの動画を見ていただき、その中でいろい

ろな問題が出されます。映像を見ながら回答用紙に記入し、記憶力などを測る教

材になっています。回答に基づき測定結果を個別に判定して本人にお返しします。

軽度の認知障がいを早期に発見するスクリーニングの機会となっています。これ

まで経験された方の評判はとても良いです。少人数でも構いませんのでご相談い

ただければ伺いたいと思います。 

 

数年前から山手小学校のグラウンドの樹木の伐採についてお願いし、回答書を

いただき役員会に報告した。とても助かっている。しかし、もう一息です。歩道

に覆いかぶさるように枝が出ている。作業車でなければ作業できない位置なので

お願いしたい。 

 

何年か継続して自治会要望があり、部分的にその都度実施していましたが、昨

年大規模にある程度のお金をかけて剪定したという認識でおりました。 

 

倒しづらく、切れないものもあるため、あきらめたものもあると思います。 

 

現地を確認させていただきたいと思います。 

 

昨年、本州で甚大な被害が出た台風があったが、新ひだか町は海が近くて地盤

が低い。背後に日高山脈があり、今後想定外の水害があるかもしれない。ダムが

放水した際に水が流れる場所がない。川の中に木が立っていて伐採していると思

うが、住民がわかるように広報などでお知らせしてほしい。 

 

要望として承ります。 

閉会挨拶 大野町長 

 いろいろなご意見をいただきありがとうございました。 

 どうしてお金が無いのかというお話ですが、一番の要因は国の予算が 100 兆円

を超えており、国が作った制度でも費用は国が全部持たずに市町村にも負担が出

る制度設計になっています。国も借金をして実施していますが、町の負担分は税
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金が増えませんし、どこかからお金をもらえることでもないため、そういうもの

が積み重ねっているのが要因の一つだと思います。各自治会からの要望で危険度

の高いものからお金を付けざるを得ないという判断になります。危険なものや支

障があるものは無理をしてでも実施しようと思っています。そういう状況の中で

財政運営を行っておりますし、皆さんの声に応えられるようにするために手数料

などを値上げさせていただきますが、何よりも介護施設や病院の改善を図らなけ

れば何もできなくなる危機感があり、一生懸命道を探りながらやっていきたいと

思っていますのでご協力をお願いします。 

 下水道の件では、下水道は非常に利便性が高いものです。札幌市などでは、ビ

ルやマンションの同じ敷地の広さでも下水道料金を支払う方がたくさんいます。

地方では同じ広さでも支払う方が少ない。下水道は作り方を間違えるとかなり後

世に響きます。下水道を使っている方で全部払うとなると無理です。町でも約 2

億 5,000 万円の税金を使い運営していますが、都会と同じものを造って、同じ水

準で運営できるかと言えば、町の税金を入れなければできないというものもあり

ますのでご理解いただいた中で、必要となれば議会等も含めながら議論していく

必要性があると思います。 

また今年 1 年、一生懸命やっていきたいと思いますので、ご協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

ありがとうございました。 

閉  会 15:00  終了 

 


